
１．平成16年３月中間期の業績（平成15年10月１日～平成16年３月31日） 

※ 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んで

おります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

平成16年３月中間期 個別中間財務諸表の概要 
(財)財務会計基準機構会員

  平成16年５月28日

会社名 木徳神糧株式会社 登録銘柄   

コード番号 ２７００ 本社所在都道府県 東京都 

(URL http://www.kitoku-shinryo.co.jp)

代表者 役職名 代表取締役社長

  氏名 木村 良

問い合わせ先 責任者役職名 執行役員 業務支援部門 副部門長

  氏名  志村 安彦 ＴＥＬ （03）5479 － 7111 

決算取締役会開催日 平成16年５月28日 中間配当制度の有無 有 

中間配当支払開始日 平成－年－月－日 単元株制度採用の有無 有（１単元 1,000株）

(1)経営成績 （注）記載金額は百万円未満は切り捨てて表示しております。

  売上高 営業利益 経常利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

16年３月中間期 42,484 (  5.3) △555 (  －) △693 (  －)

15年３月中間期 40,356 (  5.6) △230 (  －) △257 (  －)

15年９月期 85,557 △74 △238 

  中間(当期)純利益 
１株当たり中間
(当期)純利益 

  百万円 ％ 円 銭

16年３月中間期 △401 (   －) △47 21

15年３月中間期 △488 (   －) △57 45

15年９月期 △498 △58 57

（注）①期中平均株式数 16年３月中間期 8,499,579株 15年３月中間期 8,508,924株 15年９月期 8,506,864株

  ②会計処理の方法の変更 有 

  ③売上高、営業利益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率 

(2)配当状況  

  
１株当たり 
中間配当金 

１株当たり
年間配当金   

  円 銭 円 銭

16年３月中間期 0 00 ――――――  

15年３月中間期 2 00 ――――――   

15年９月期 ―――――― 4 00   

(3)財政状態  

  総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

  百万円 百万円 ％ 円 銭

16年３月中間期 30,468 4,041 13.3 475 57

15年３月中間期 24,817 4,402 17.7 517 68

15年９月期 24,673 4,419 17.9 519 84

（注）①期末発行済株式数    16年３月中間期 8,497,913株 15年３月中間期 8,504,837株 15年９月期 8,500,849株

  ②期末自己株式数 16年３月中間期 32,087株 15年３月中間期 25,162株 15年９月期 29,151株

２．平成16年９月期の業績予想（平成15年10月１日～平成16年９月30日）  

  売上高 経常利益 当期純利益
１株当たり年間配当金

期 末   

    百万円  百万円 百万円 円 銭 円 銭

通 期 84,400  △510 200 2 00 2 00

（参考） １株当たり予想当期純利益（通期） 23円54銭
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６．個別中間財務諸表等 
(1) 中間貸借対照表 

   
前中間会計期間末 

（平成15年３月31日） 
当中間会計期間末 

（平成16年３月31日） 
前事業年度の要約貸借対照表 

（平成15年９月30日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比
（％）

（資産の部）                    

Ⅰ 流動資産                    

１．現金及び預金   581,451     1,076,730     819,110    

２．受取手形   86,956     4,148     75,215    

３．売掛金   7,010,271     7,267,330     6,882,359    

４．たな卸資産   3,235,103     8,513,237     2,752,747    

５．未収入金 ※４ 1,530,599     736,299     1,897,186    

６．その他   1,678,605     1,475,043     1,157,313    

貸倒引当金   △443,405     △30,874     △35,152    

流動資産合計     13,679,584 55.1   19,041,916 62.5   13,548,780 54.9 

Ⅱ 固定資産                    

１．有形固定資産 ※１                  

(1）建物 ※２ 2,796,247     2,665,468     2,750,468    

(2）機械及び装置   1,787,951     1,587,786     1,685,834    

(3）土地 ※２ 3,071,909     3,099,814     3,099,814    

(4）その他   137,722     112,942     122,690    

有形固定資産合計     7,793,830 31.4   7,466,011 24.5   7,658,807 31.0 

２．無形固定資産     89,310 0.4   497,582 1.6   76,224 0.3 

３．投資その他の資産                    

(1）投資有価証券   1,099,475     969,130     994,811    

(2）関係会社株式   916,335     1,241,463     982,132    

(3）その他   1,281,129     1,257,784     1,416,291    

貸倒引当金   △42,349     △5,123     △3,318    

投資その他の資産
合計     3,254,589 13.1   3,463,255 11.4   3,389,915 13.8 

固定資産合計     11,137,731 44.9   11,426,849 37.5   11,124,948 45.1 

資産合計     24,817,315 100.0   30,468,766 100.0   24,673,728 100.0 
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前中間会計期間末 

（平成15年３月31日） 
当中間会計期間末 

（平成16年３月31日） 
前事業年度の要約貸借対照表 

（平成15年９月30日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比
（％）

（負債の部）                    

Ⅰ 流動負債                    

１．買掛金   2,785,219     2,220,074     3,043,039    

２．短期借入金   7,150,000     12,403,660     6,050,000    

３．一年内償還予定社
債 

※２ 500,000     －     500,000    

４．一年内返済予定長
期借入金 

※２ 2,569,754     2,300,704     2,174,754    

５．未払法人税等   －     1,325     2,684    

６．賞与引当金   145,500     137,650     149,000    

７．その他   877,402     1,074,708     801,501    

流動負債合計     14,027,876 56.5   18,138,121 59.5   12,720,979 51.6 

Ⅱ 固定負債                    

１．社債 ※２ 800,000     2,150,000     1,700,000    

２．長期借入金 ※２ 5,313,959     5,983,255     5,584,707    

３．役員退職給与引当
金   172,476     －     177,801    

４．その他   100,244     155,998     71,152    

固定負債合計     6,386,679 25.8   8,289,253 27.2   7,533,660 30.5 

負債合計     20,414,556 82.3   26,427,375 86.7   20,254,639 82.1 

                     

（資本の部）                    

Ⅰ 資本金     529,500 2.1   529,500 1.7   529,500 2.1 

Ⅱ 資本剰余金                    

１．資本準備金   331,500     331,500     331,500    

資本剰余金合計     331,500 1.3   331,500 1.1   331,500 1.3 

Ⅲ 利益剰余金                    

１．利益準備金   114,146     114,146     114,146    

２．任意積立金   3,769,870     3,258,971     3,769,870    

３．中間未処理損失
（又は当期未処分
利益） 

  △405,254     △339,038     △431,660    

利益剰余金合計     3,478,762 14.0   3,034,079 10.0   3,452,356 14.0 

Ⅳ その他有価証券評価
差額金     72,443 0.3   158,311 0.5   116,709 0.5 

Ⅴ 自己株式     △9,446 △0.0   △11,999 △0.0   △10,977 △0.0 

資本合計     4,402,759 17.7   4,041,390 13.3   4,419,088 17.9 

負債資本合計     24,817,315 100.0   30,468,766 100.0   24,673,728 100.0 
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(2) 中間損益計算書 

   
前中間会計期間 

（自 平成14年10月１日 
至 平成15年３月31日） 

当中間会計期間 
（自 平成15年10月１日 
至 平成16年３月31日） 

前事業年度の要約損益計算書 
（自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
百分比
（％）

金額（千円） 
百分比
（％）

金額（千円） 
百分比
（％）

Ⅰ 売上高     40,356,732 100.0   42,484,454 100.0   85,557,936 100.0 

Ⅱ 売上原価     38,379,975 95.1   41,083,282 96.7   81,238,716 95.0 

売上総利益     1,976,756 4.9   1,401,172 3.3   4,319,220 5.0 

Ⅲ 販売費及び一般管理
費     2,207,297 5.5   1,956,620 4.6   4,393,599 5.1 

営業利益（又は営
業損失）     △230,540 △0.6   △555,448 △1.3   △74,378 △0.1 

Ⅳ 営業外収益 ※１   173,236 0.4   159,506 0.4   318,661 0.4 

Ⅴ 営業外費用 ※２   200,267 0.4   297,908 0.7   482,576 0.6 

経常利益（又は経
常損失）     △257,571 △0.6   △693,849 △1.6   △238,294 △0.3 

Ⅵ 特別利益 ※３   164,962 0.4   62,499 0.1   308,742 0.4 

Ⅶ 特別損失 ※４   669,922 1.7   41,131 0.1   813,902 1.0 

税引前中間（当
期）純利益（又は
税引前中間（当
期）純損失） 

    △762,532 △1.9   △672,481 △1.6   △743,454 △0.9 

法人税、住民税及
び事業税   1,175   0.0 1,209   0.0 2,741   0.0 

法人税等調整額   △274,840 △273,665 △0.7 △272,422 △271,212 △0.6 △247,933 △245,192 △0.3 

中間（当期）純利
益（又は中間（当
期）純損失） 

    △488,866 △1.2   △401,268 △1.0   △498,262 △0.6 

前期繰越利益     83,612     62,236     83,612  

自己株式処分差損     －     6     －  

中間配当額     －     －     17,009  

中間（当期）未処
分利益（又は中間
（当期）未処理損
失） 

    △405,254     △339,038     △431,660  
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

項目 
前中間会計期間 

（自 平成14年10月１日 
至 平成15年３月31日） 

当中間会計期間 
（自 平成15年10月１日 
至 平成16年３月31日） 

前事業年度 
（自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日） 

１．資産の評価基準及び評価

方法 

(1）有価証券 

子会社株式及び関連会社株式 

(1）有価証券 

子会社株式及び関連会社株式 

(1）有価証券 

子会社株式及び関連会社株式 

  移動平均法による原価法 同左 同左 

  その他有価証券 その他有価証券 その他有価証券 

  時価のあるもの 

中間決算日の市場価格等

に基づく時価法（評価差

額は全部資本直入法によ

り処理し、売却原価は移

動平均法により算定） 

時価のあるもの 

同左 

時価のあるもの 

決算日の市場価格等に基

づく時価法（評価差額は

全部資本直入法により処

理し、売却原価は移動平

均法により算定） 

  時価のないもの 

移動平均法による原価法 

時価のないもの 

同左 

時価のないもの 

同左 

  (2）デリバティブ 

時価法 

(2）デリバティブ 

同左 

(2）デリバティブ 

同左 

  (3）たな卸資産 

商品・製品・原材料・仕掛品 

先入先出法による原価法 

貯蔵品 

最終仕入法による原価法 

(3）たな卸資産 

商品・原材料 

米穀事業の商品・原材料 

先入先出法による低価法 

その他の商品・原材料 

先入先出法による原価法 

製品・仕掛品 

先入先出法による原価法 

貯蔵品 

最終仕入法による原価法 

（会計処理の変更） 

 従来、米穀事業における商品・

原材料の評価基準は原価法を採用

しておりましたが、当中間会計期

間より低価法に変更しておりま

す。 

 この変更は、15年産米相場の急

激な変動及び今後の米相場市場の

動向を考慮し、手持在庫の評価の

適正化により、より適正な期間損

益を計算し、かつ、財務体質の健

全化を図るためのものでありま

す。 

 なお、この変更に伴い、従来の

方法によった場合に比べて、たな

卸資産は420,923千円減少し、営業

損失、経常損失及び税引前中間純

損失はそれぞれ同額増加しており

ます。 

(3）たな卸資産 

商品・製品・原材料・仕掛品 

先入先出法による原価法 

貯蔵品 

最終仕入法による原価法 
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項目 
前中間会計期間 

（自 平成14年10月１日 
至 平成15年３月31日） 

当中間会計期間 
（自 平成15年10月１日 
至 平成16年３月31日） 

前事業年度 
（自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日） 

２．固定資産の減価償却の方

法 

(1）有形固定資産 

 定率法（ただし、平成10年４

月１日以降に取得した建物（建

物附属設備を除く）については

定額法）を採用しております。 

(1）有形固定資産 

同左 

(1）有形固定資産 

同左 

   なお、主な耐用年数は次のと

おりであります。 

   

  建物     ２年～45年    

  機械及び装置 ３年～15年    

  (2）無形固定資産 

 定額法を採用しております。 

 なお、自社利用のソフトウェ

アについては、社内における見

込利用可能期間（５年）に基づ

く定額法を採用しております。 

(2）無形固定資産 

同左 

(2）無形固定資産 

同左 

３．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備

えるため、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別

に回収可能性を勘案し、回収不

能見込額を計上しております。 

(1）貸倒引当金 

同左 

(1）貸倒引当金 

同左 

  (2）賞与引当金 

 従業員賞与の支給に備えるた

め、支給見込額の当中間会計期

間負担額を計上しております。 

(2）賞与引当金 

同左 

(2）賞与引当金 

 従業員賞与の支給に備えるた

め、支給見込額に基づき計上し

ております。 

  (3）退職給付引当金 

 総合型年金基金である全米商

連厚生年金基金に加入してお

り、当該年金基金への拠出額を

退職給付費用として処理してお

ります。 

(3）役員退職給与引当金 

 経営改革の一環として、役員

退職慰労金制度を廃止いたしま

した。 

 これに伴い、平成15年９月末

までに在任した取締役及び監査

役に対する要支給額は、流動負

債及び固定負債のその他に含め

て計上しております。 

(3）役員退職給与引当金 

 役員の退職金の支出に備える

ため、内規に基づく期末要支給

額を計上しております。 

  (4）役員退職給与引当金 

 役員の退職金の支出に備える

ため、内規に基づく中間期末要

支給額を計上しております。 

   

４．外貨建の資産又は負債の

本邦通貨への換算基準 

 外貨建金銭債権債務は、中間決

算日の直物為替相場により円貨に

換算し、換算差額は損益として処

理しております。 

同左  外貨建金銭債権債務は、決算日

の直物為替相場により円貨に換算

し、換算差額は損益として処理し

ております。 

５．リース取引の処理方法  リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外のフ

ァイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理を採用しており

ます。 

同左 同左 
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項目 
前中間会計期間 

（自 平成14年10月１日 
至 平成15年３月31日） 

当中間会計期間 
（自 平成15年10月１日 
至 平成16年３月31日） 

前事業年度 
（自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日） 

６．ヘッジ会計の方法 (1）ヘッジ会計の方法 

 繰延ヘッジ処理を採用してお

ります。なお、為替予約につい

ては振当処理の要件を充たして

いる場合は振当処理を、金利ス

ワップについては特例処理の適

用要件を充たすため、特例処理

を採用しております。 

(1）ヘッジ会計の方法 

同左 

(1）ヘッジ会計の方法 

同左 

  (2）ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段…為替予約取引、

金利スワップ取

引 

(2）ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段…同左 

(2）ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段…同左 

  ヘッジ対象…外貨建予定取

引、借入金の金

利取引 

ヘッジ対象…同左 ヘッジ対象…同左 

  (3）ヘッジ方針 

 将来の為替変動によるリスク

を回避する目的で、実需の範囲

内で対象取引のヘッジを行って

おります。また、変動金利を固

定金利に変換する目的で金利ス

ワップを利用し、キャッシュ・

フローを固定化し金利変動によ

るリスクを回避しております。 

(3）ヘッジ方針 

同左 

(3）ヘッジ方針 

同左 

  (4）ヘッジ有効性評価の方法 

 半期毎にヘッジ対象の相場変

動の累計とヘッジ手段の相場変

動の累計を比較し、両者の変動

額の比率によって有効性を評価

しております。 

 なお、金利スワップについて

は特例処理の適用要件を充たし

ており有効性が保証されている

ため、有効性の評価を省略して

おります。 

(4）ヘッジ有効性評価の方法 

 ヘッジ対象の相場変動又はキ

ャッシュ・フロー変動の累計と

ヘッジ手段の相場変動又はキャ

ッシュ・フロー変動の累計を比

較し、その変動額の比率によっ

て有効性を評価しております。 

 ただし、特例処理によってい

る金利スワップについては、有

効性の評価を省略しておりま

す。 

(4）ヘッジ有効性評価の方法 

同左 

７．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項 

(1）消費税等の会計処理 

 消費税及び地方消費税の会計

処理は、税抜方式によっており

ます。 

(1）消費税等の会計処理 

同左 

(1）消費税等の会計処理 

同左 

  (2）税金費用の算定方法 

 中間会計期間に係る法人税、

住民税及び事業税並びに法人税

等調整額は、当期において予定

している利益処分による圧縮積

立金の積立て及び取り崩しを前

提として、当中間会計期間に係

る金額を計算しております。 

(2）税金費用の算定方法 

同左 

(2）  ──────
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追加情報 

前中間会計期間 
（自 平成14年10月１日 
至 平成15年３月31日） 

当中間会計期間 
（自 平成15年10月１日 
至 平成16年３月31日） 

前事業年度 
（自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日） 

（地方税法等の一部を改正する法

律） 

―――――― ―――――― 

 地方税法等の一部を改正する法律

（平成15年法律第９号）が平成15年

３月31日に公布されたことに伴い、

当中間会計期間の繰延税金資産及び

繰延税金負債の計算（ただし、平成

16年10月１日以降解消が見込まれる

ものに限る。）に使用した法定実効

税率は、前事業年度の42.0％から

40.7％に変更されております。その

結果、繰延税金負債の金額（繰延税

金資産の金額を控除した金額）が

4,572千円減少し、当中間会計期間に

計上された法人税等調整額が2,984千

円減少し、その他有価証券評価差額

金が1,588千円増加しております。 
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注記事項 

（中間貸借対照表関係） 

前中間会計期間末 
（平成15年３月31日） 

当中間会計期間末 
（平成16年３月31日） 

前事業年度末 
（平成15年９月30日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

5,250,924千円 5,838,188千円 5,559,088千円 

※２ 担保資産及び担保付債務 ※２ 担保資産及び担保付債務 ※２ 担保資産及び担保付債務 

 担保に供している資産は次のとおりで

あります。 

 担保に供している資産は次のとおりで

あります。 

 担保に供している資産は次のとおりで

あります。 

建物 1,077,358千円 

土地 718,463 

合計 1,795,822 

建物 1,308,178千円 

土地 718,463 

合計 2,026,642 

建物 1,048,515千円 

土地 718,463 

合計 1,766,978 

 担保付債務は次のとおりであります。  担保付債務は次のとおりであります。  担保付債務は次のとおりであります。 

一年内償還予定社債 500,000千円 

一年内返済予定長期

借入金 
84,604

 

長期借入金 880,784 

合計 1,465,388 

一年内返済予定長期

借入金 
115,604千円 

社債 450,000 

長期借入金 965,180 

合計 1,530,784 

一年内返済予定長期

借入金 
84,604千円 

一年内償還予定社債 500,000 

長期借入金 838,482 

合計 1,423,086 

３ 保証債務 ３ 保証債務 ３ 保証債務 

 下記関係会社及び取引先の金融機関等

からの借入金等に対し、債務保証を行っ

ております。 

 下記関係会社及び取引先の金融機関等

からの借入金等に対し、債務保証を行っ

ております。 

 下記関係会社及び取引先の金融機関等

からの借入金等に対し、債務保証を行っ

ております。 

キトクフーズ㈱ 177,120千円 

木徳九州㈱ 596,025 

木徳滋賀㈱ 46,135 

備前食糧㈱ 820,377 

㈲都路ファーム 286,612 

合計 1,926,271 

キトクフーズ㈱ 223,060千円 

木徳九州㈱ 613,150 

備前食糧㈱ 1,615,634 

㈲都路ファーム 11,825 

合計 2,463,670 

キトクフーズ㈱ 241,298千円 

木徳九州㈱ 574,332 

備前食糧㈱ 831,917 

㈲都路ファーム 246,718 

合計 1,894,266 

 （注）１．キトクフーズ㈱と㈱あじとき

は、平成14年10月１日付で合併

し、㈱あじときは解散しており

ます。 

２．㈱木徳備前岡山ライスセンター

は、平成14年12月10日付にて清

算結了しており、借入金等（リ

ース債務）に関しては備前食糧

㈱が引き継いでおります。 

   （注）１．キトクフーズ㈱と㈱あじとき

は、平成14年10月１日付で合併

し、㈱あじときは解散しており

ます。 

２．㈱木徳備前岡山ライスセンター

は、平成14年12月10日付にて清

算結了しており、リース債務に

関しては備前食糧㈱が引き継い

でおります。 

３．木徳滋賀㈱は、平成15年９月１

日付にて清算結了しておりま

す。 

※４ 消費税等の取扱い ※４ 消費税等の取扱い ※４     ――――――

 仮払消費税等及び仮受消費税等は、相

殺のうえ、「未収入金」に含めて表示し

ております。 

同左  
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（中間損益計算書関係） 

（リース取引） 

 EDINETにより開示を行うため記載を省略しております。 

（有価証券） 

 前中間会計期間、当中間会計期間及び前事業年度における子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはあり

ません。 

前中間会計期間 
（自 平成14年10月１日 
至 平成15年３月31日） 

当中間会計期間 
（自 平成15年10月１日 
至 平成16年３月31日） 

前事業年度 
（自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日） 

※１ 営業外収益のうち主要なもの ※１ 営業外収益のうち主要なもの ※１ 営業外収益のうち主要なもの 

受取利息 7,809千円 

受取配当金 61,928 

不動産賃貸料収入 86,248 

受取利息 10,650千円 

受取配当金 32,557 

不動産賃貸料収入 107,317 

受取利息 20,392千円 

受取配当金 70,968 

不動産賃貸料収入 184,663 

※２ 営業外費用のうち主要なもの ※２ 営業外費用のうち主要なもの ※２ 営業外費用のうち主要なもの 

支払利息 112,079千円 

社債利息 6,085 

不動産賃貸費用 62,763 

支払利息 174,357千円 

社債利息 13,224 

不動産賃貸費用 90,511 

支払利息 235,659千円 

社債利息 12,170 

不動産賃貸費用 177,655 

※３ 特別利益のうち主要なもの ※３ 特別利益のうち主要なもの ※３ 特別利益のうち主要なもの 

固定資産売却益 固定資産売却益 固定資産売却益 

土地 140,962千円 機械及び装置 92千円 

投資有価証券売却益 59,971  

土地 140,962千円 

その他 784  

※４ 特別損失のうち主要なもの ※４ 特別損失のうち主要なもの ※４ 特別損失のうち主要なもの 

関係会社株式評価損 158,091千円 

貸倒引当金繰入額 400,000 

役員退職慰労金 31,245千円 関係会社株式評価損 63,091千円 

関係会社整理損 550,159  

精米不正表示関連損

失 

123,262  

５ 減価償却実施額 ５ 減価償却実施額 ５ 減価償却実施額 

有形固定資産 275,349千円 

無形固定資産 22,068 

有形固定資産 294,348千円 

無形固定資産 62,488 

有形固定資産 613,612千円 

無形固定資産 42,169 
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（１株当たり情報） 

 （注） １株当たり中間（当期）純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

前中間会計期間 
（自 平成14年10月１日 
至 平成15年３月31日） 

当中間会計期間 
（自 平成15年10月１日 
至 平成16年３月31日） 

前事業年度 
（自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日） 

１株当たり純資産額 517.68円 

１株当たり中間純損失 57.45円 

１株当たり純資産額 475.57円 

１株当たり中間純損失 47.21円 

１株当たり純資産額 519.84円

１株当たり当期純損失金額 58.57円

 なお、潜在株式調整後１株当たり

中間純利益金額については、１株当

たり中間純損失が計上されており、

また、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり

中間純利益金額については、１株当

たり中間純損失が計上されており、

また、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額については、１株当

たり当期純損失が計上されており、

また、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。 

（追加情報）   （追加情報） 

 当中間会計期間から「１株当たり

当期純利益に関する会計基準」（企

業会計基準第２号）及び「１株当た

り当期純利益に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第

４号）を適用しております。 

 なお、同会計基準及び同適用指針

を前中間会計期間及び前事業年度に

適用した場合、１株当たり純資産額

及び１株当たり中間純利益または当

期純利益への影響はありません。 

   当期から「１株当たり当期純利益

に関する会計基準」（企業会計基準

第２号）及び「１株当たり当期純利

益に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第４号）を

適用しております。 

 なお、同会計基準及び適用指針を

前期に適用した場合、１株当たり純

資産額及び１株当たり当期純利益金

額への影響はありません。 

 
前中間会計期間 

(自 平成14年10月１日 
至 平成15年３月31日)

当中間会計期間 
(自 平成15年10月１日 
至 平成16年３月31日) 

前事業年度 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日)

中間（当期）純損失（千円） 488,866 401,268 498,262 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － － 

（うち利益処分による役員賞与金） － － － 

普通株式に係る中間（当期）純損失 

（千円） 
488,866 401,268 498,262 

期中平均株式数（株） 8,508,924 8,499,579 8,506,864 
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（重要な後発事象） 

前中間会計期間 
（自 平成14年10月１日 
至 平成15年３月31日） 

当中間会計期間 
（自 平成15年10月１日 
至 平成16年３月31日） 

前事業年度 
（自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日） 

────── ──────  平成15年７月18日開催の取締役会の

決議に基づき、平成15年10月１日付で

食品事業部門を分割し、当社の100％

子会社であるキトクフーズ株式会社を

承継会社とする吸収分割（簡易分割）

を実施いたしました。 

    ① 会社分割の目的 

     当社の食品事業部門は惣菜等の

食品の販売及び鶏卵の販売を、キ

トクフーズ株式会社は惣菜の製造

販売、弁当の製造販売及び飲食店

経営に取り組んでまいりました

が、今後食品関連事業をさらに発

展させるために、当社食品事業部

門を分社化し、食品事業を統合す

ることにいたしました。 

    ② 分割した事業の内容 

     当社の営む食品販売事業及び鶏

卵販売事業に関する営業。 

    ③ 分割の方法 

     当社を分割会社とし、キトクフ

ーズ株式会社を承継会社とする分

社型吸収分割（簡易分割）。 

    ④ 株式の割当 

     キトクフーズ株式会社は分割に

際して普通株式1,101株を発行

し、そのすべてを当社に割当いた

しました。 

    ⑤ 譲渡した資産等の額 

      （平成15年９月30日現在）

科目 
金額 

（千円） 
科目 

金額 
（千円）

(資産の部)   (負債の部)  

流動資産 433,579 流動負債 292,772 

固定資産 97,044    

    負債合計 292,772 

資産合計 530,624 
差引正味
財産 

237,851 
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